パソ救通信

パソコンボランティア『パソ救』発足５周年を迎える
パソコンボランティア『パソ救』は、発足５周年を迎えました。１０月７日午前１０時３０分より大東市の生涯学習センター（アクロス）多目的室に於いて『パソ救発足５周年の集い』が行われました。
来賓の祝辞、「パソ救」の歩んできた足跡、今後の課題についてなどのプレゼンテーション、そして尾島能理子さんのピアノ演奏があり大いに盛り上がりました。
多くの人に支えていただき、発足以来地道にパソコン勉強会や講習会を行ってきました。その結果参加者は５年間で延べ２、０００人を越えました。（左上グラフ）
「インターネットやパソコンを通じて豊かな老後を」を合言葉に、これからも多くの人に愛され親しまれる『パソ救』でありたいと思います。
教わる側から教える側に

パソコンを使えるようになると便利だろうなと思っていたとき、大東市のＩＴ講習会が開催されていたので、５日間受講しました。しかし、家に帰りパソコンを触ってみると何がなんだかわからず、これでは無理だと思いました。
そんな時、パソコンボランティア「パソ救」を知り参加してみました。メンバーの方が判りやすく、丁寧に教えてくださり、少しずつレベルアップしていきました。デジカメで好きな花の写真を撮り、パソコンにとりこむことが出来るようになり、さらに面白くなっていきました。
2年程過ぎたとき、メンバーの方のお誘いで「教わる側から教える側になりませんか」と声をかけられ、「私にでもお役に立てるのでしたら」とボランティアを始めました。最近では、新しい受講者がたくさんいらっしゃいます。
今では受講者の方々からいただく「ありがとう」の言葉に私自身勇気づけられています。
（桐村俊子さん　ボランティア情報より）
画像の形式はどう使い分ける？
画像にはいろいろな形式が存在します。そのうちのデジカメの標準形式の「JPEG」（ジェイペグと読みます）について…

JPEGの特徴は、非常に高度な圧縮技術を用いて、ファイル容量を小さくできることです。その代わり、保存のたびに画質が劣化し、元には戻りません。また圧縮率を指定できるのもJPEGの特徴です。

またWebページでは「GIF（ジフ）」という形式がよく使われます。こちらは劣化しない圧縮を行います。ただし使える色が256色までと制約があるため、色数の多い画像をこの形式に変換すると画質が劣化します。写真には不向きで、少ない色数で描いたイラストなどに向いています。
